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糸
作
り
か
ら
自
ら
の
手
で

幻
の
藤
緞
通
を
復
元

幻
の
藤
緞
通
を
復
元

丹
後
・
上
世
屋
で
技
術
学
ぶ

第３７代義士娘が決定
　
明
治
時
代
に
藤
の
繊
維

で
織
ら
れ
、
兵
庫
県
品
評

会
で
１
等
賞
に
輝
き
な
が

ら
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い

な
い
「
藤
緞
通
」
を
赤
穂

緞
通
作
家
の
見み

並な
み

な
お
こ

さ
ん（
４７
）＝
上
郡
町
高
山

＝
が
推
定
復
元
し
た
。
自

ら
山
で
採
っ
て
き
た
藤
蔓

か
ら
紡
い
だ
糸
を
草
木
染

め
し
て
織
り
上
げ
た
労

作
。
１１
月
１８
日（
土
）か
ら

赤
穂
市
立
歴
史
博
物
館
で

開
催
さ
れ
る
特
別
展
「
児

島
な
か
生
誕
２
０
０
年
記

念
赤
穂
緞
通
展
」
で
展
示

す
る
。

　
同
館
発
行
の
図
録
に
よ

る
と
、
明
治
２１
年
（
１
８

８
８
）
の
「
兵
庫
県
品
評

会
」
に
赤
穂
郡
新
濱
村
の

早
川
宗
助
が「
藤
織
緞
通
」

を
出
品
し
て
１
等
賞
を
受

賞
し
た
と
の
記
録
が
あ
る

と
い
う
。
早
川
は
、
赤
穂

緞
通
を
考
案
し
た
児
島
な

か
（
１
８
２
３
―
１
９
０

３
）
か
ら
緞
通
製
作
の
技

術
を
教
わ
り
緞
通
工
場
を

創
設
し
た
人
物
で
、
天
蚕

で
織
っ
た
製
品
が
天
皇
の

御
召
列
車
の
敷
物
に
採
用

さ
れ
る
な
ど
高
い
技
術
を

誇
っ
た
。
同
館
学
芸
員
の

木
曽
こ
こ
ろ
係
長
に
よ
れ

ば
、
麻
を
素
材
に
し
た
敷

物
は
堺
で
盛
ん
に
織
ら
れ

た
が
、
藤
の
じ
ゅ
う
た
ん

は
他
に
例
が
な
く
、
最
近

の
研
究
で
早
川
が
海
外
向

け
の
輸
出
品
と
し
て
商
品

開
発
し
た
こ
と
が
判
明
し

た
も
の
の
「
実
物
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
実

像
は
わ
か
っ
て
い
な
い
」

と
い
う
。

　
以
前
に
図
録
を
読
ん
で

以
降
、
藤
緞
通
に
興
味
を

持
ち
続
け
て
い
た
見
並
さ

ん
。
京
都
・
丹
後
地
方
で

藤
織
り
の
技
法
が
伝
承
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

昨
冬
現
地
を
訪
ね
た
。
当

初
は
藤
か
ら
作
っ
た
糸
を

譲
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
だ

っ
た
が
、
山
に
分
け
入
っ

て
伐
っ
て
き
た
蔓
の
皮
を

は
い
で
ほ
ぐ
し
、
い
く
つ

も
の
工
程
を
経
て
よ
う
や

く
糸
が
出
来
上
が
る
こ

と
、
糸
作
り
の
過
程
で
出

る
「
オ
ク
ソ
」
と
呼
ぶ
繊

維
く
ず
も
捨
て
ず
に
集
め

て
活
用
し
て
い
る
こ
と
を

聞
か
さ
れ
、「
安
易
に

『
分
け
て
く
だ
さ
い
』
な

　
全
国
各
地
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
な
ど
で
赤
穂
市
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
赤
穂
義

士
娘
」
の
第
３７
代
選
考
会

が
１４
日
に
あ
り
、
朝
日
町

の
小
林
優ゆ

芽め

さ
ん（
２１
）＝

京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子

大
学
３
回
生
＝
と
尾
崎
の

前
田
留る

奈な

さ
ん（
２０
）＝
神

戸
学
院
大
学
２
回
生
＝
が

選
ば
れ
た
。

　
「
海
の
近
く
で
育
っ
た

の
で
、赤
穂
の
海
が
好
き
」

と
い
う
小
林
さ
ん
は
「
大

好
き
な
赤
穂
を
県
外
の
人

に
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」

と
抱
負
。前
田
さ
ん
は「
都

会
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
田
舎

過
ぎ
ず
、
ほ
っ
と
で
き
る

町
」
と
地
元
の
良
さ
を
挙

げ
、「
育
っ
た
ふ
る
さ
と
に

恩
返
し
し
た
い
」
と
笑
顔

で
話
し
た
。
２
人
は
１２
月

１４
日
の
赤
穂
義
士
祭
で
お

披
露
目
さ
れ
、
お
姫
様
姿

で
人
力
車
に
乗
っ
て
パ
レ

ー
ド
。
１
年
間
に
わ
た
り

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参

加
す
る
。（
写
真
は
第
３７

代
赤
穂
義
士
娘
に
決
ま
っ

た
小
林
優
芽
さ

ん
㊨
と
前
田
留

奈
さ
ん
）

　 　

　 　

　 　

　 　

　
▼
…
に
ぎ
や
か
に
頭
人

行
列
、
４
年
ぶ
り
子
ど
も

屋
台
も
＝
尾
崎
の
赤
穂
八

幡
宮
で
１５
日
、
例
祭
「
神

幸
式
」
が
あ
り
、
頭
人
行

列（
市
無
形
民
俗
文
化
財
）

や
獅
子
舞
（
県
無
形
民
俗

文
化
財
）
な
ど
に
大
勢
の

見
物
客
が
集
ま
っ
た
。

　
最
も
古
い
記
録
で
は
、

赤
穂
城
が
完
成
し
た
寛
文

元
年
（
１
６
６
１
）
に
行

わ
れ
た
伝
統
祭
礼
。
着
飾

っ
た
稚
児
を
肩
車
し
て
歩

く
頭
人
行
列
は
先
導
の
長

刀
持
ち
が
わ
ざ
と
後
ず
さ

り
し
て
歩
み
を
遅
ら
せ
、

白
塗
り
の
男
衆
ら
と
と
も

に
笑
い
を
誘
っ
た
。
獅
子

舞
は
天
狗
面
を
着
け
た
鼻

高
と
獅
子
が
勇
壮
な
舞
を

披
露
。
祭
神
を
乗
せ
た
３

基
の
神
輿
が
大
鳥
居
前
に

揃
う
と
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
た
。

ん
て
言
っ
て
は
い
け
な

い
」
と
考
え
を
改
め
た
。

　
「
そ
れ
な
ら
ば
、
自
分

で
糸
か
ら
つ
く
ろ
う
」
と

一
念
発
起
。
コ
ロ
ナ
禍
で

中
断
し
て
い
た
「
丹
後
藤

織
り
保
存
会
」
主
催
の
講

習
会
が
４
年
ぶ
り
に
再
開

さ
れ
る
巡
り
合
わ
せ
に
も

恵
ま
れ
、
保
存
会
長
の
坂

根
博
子
さ
ん（
６５
）に
弟
子

入
り
で
き
た
。

　
講
習
会
は
今
年
５
月
か

ら
１１
月
ま
で
宮
津
市
上か

み

世せ

屋や

の
伝
承
交
流
館
で
全
６

回
開
か
れ
、「
藤
伐き

り
」か

ら「
機
織
り
」ま
で
藤
織
り

の
全
工
程
を
学
ぶ
。
見
並

さ
ん
は
初
回
の
後
、
さ
っ

そ
く
自
宅
近
く
に
あ
る
知

人
の
山
で
藤
蔓
を
採
取
。

教
わ
っ
た
手
順
に
則
っ
て

糸
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
ま
ず
は
オ
ク
ソ
を
つ

な
ぎ
合
わ
せ
た
糸
で
１０
㌢

四
角
の
小
さ
な
緞
通
を
織

っ
て
み
た
。
普
段
扱
っ
て

い
る
綿
糸
よ
り
も
固
く
、

糸
を
は
せ
る
の
も
筋
摘
み

も
苦
労
し
た
。
感
覚
を
つ

か
ん
だ
上
で
、
今
度
は
良

質
な
藤
糸
で
３０
㌢
四
角
の

作
品
を
製
作
。
藍
や
青
に

草
木
染
め
し
た
糸
を
織
り

込
み
、
師
匠
の
坂
根
さ
ん

の
工
房
か
ら
見
え
る
天
橋

立
の
風
景
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
紋
様
に
仕
上
げ
た
。

　
藤
織
り
は
古
来
よ
り
日

本
各
地
で
行
わ
れ
た
が
、

国
内
に
木
綿
が
普
及
し
た

の
に
伴
っ
て
途
絶
え
て
い

っ
た
。
唯
一
、
制
作
技
術

が
受
け
継
が
れ
続
け
て
い

る
の
が
上
世
屋
地
区
で
、

１
９
８
３
年
に
文
化
庁
が

「
記
録
作
成
の
措
置
を
講

ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化

財
」
に
選
択
。
そ
の
２
年

後
に
第
１
回
藤
織
り
講
習

会
が
開
か
れ
た
。
現
在
は

「
丹
後
の
藤
織
り
」
と
し

て
京
都
府
無
形
民
俗
文
化

財
の
指
定
を
受
け
、
保
存

会
が
伝
承
活
動
に
努
め
て

い
る
。

　
坂
根
さ
ん
は
「
見
並
さ

ん
が
自
分
で
山
で
採
っ
て

き
た
藤
蔓
を
持
っ
て
き
た

の
を
見
て
驚
き
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
熱
心
な
受
講
生

は
な
か
な
か
い
な
い
」
と

感
心
。
こ
れ
ま
で
３５
回
開

い
た
講
習
会
の
受
講
生
計

約
５
０
０
人
の
う
ち
、
藤

織
り
の
全
工
程
を
マ
ス
タ

ー
し
て
実
践
し
て
い
る
の

は
「
１０
名
前
後
」
と
い

い
、「
藤
織
り
の
赤
穂
緞

通
が
復
活
す
れ
ば
、
す
ば

ら
し
い
こ
と
。
ぜ
ひ
頑
張

っ
て
伝
承
し
て
ほ
し
い
」

と
期
待
を
か
け
る
。

　
木
曽
係
長
は
「
藤
緞
通

は
文
献
に
『
藤
皮
製
緞

通
』
と
も
記
載
さ
れ
て
お

り
、
早
川
も
藤
の
皮
か
ら

つ
く
っ
た
糸
を
用
い
た
可

能
性
が
高
い
。
幻
の
藤
緞

通
の
復
元
に
大
き
く
近
づ

い
た
と
言
え
る
の
で
は
」

と
話
す
。
見
並
さ
ん
は

「
１
３
５
年
前
に
早
川
さ

ん
が
つ
く
っ
て
い
た
藤
緞

通
を
再
現
す
る
の
が
夢
。

さ
ら
に
技
を
磨
い
て
後
世

に
伝
え
た
い
」
と
意
気
込

ん
で
い
る
。（
写
真
は「
藤

緞
通
」を
推
定
復
元
し
た

見
並
な
お
こ
さ
ん
。手
前

に
あ
る
の
が
原
材
料
の
藤

蔓
と
藤
皮
を
紡
い
だ
糸
）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て

い
た
子
ど
も
屋
台
も
４
年

ぶ
り
に
繰
り
出
し
、
地
域

の
小
学
６
年
生
を
中
心
に

約
２０
人
が
屋
台
を
ひ
い

た
。
屋
台
に
乗
っ
て
太
鼓

を
叩
く
役
を
務
め
た
弓
張

颯
太
君（
１２
）＝
さ
つ
き
町

＝
は
「
祭
り
は
み
ん
な
で

楽
し
め
る
か
ら
大
好
き
。

大
き
く
な
っ
た
ら
獅
子
舞

で
鼻
高
を
し
た
い
」
と
声

を
弾
ま
せ
た
。（
写
真
は

頭
人
行
列
や
獅
子
舞
な
ど

が
繰
り
出
し
た
赤
穂
八
幡

宮
の
「
神
幸

式
」）

　
▼
…
重
さ
約
２
０
０
㌔

の
「
カ
ボ
チ
ャ
の
お
化

け
」
＝
中
浜
町
の
住
宅
街

で
巨
大
カ
ボ
チ
ャ
に
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
の
装
飾
を
し
た
オ

ブ
ジ
ェ
が
道
行
く
人
の
目

を
引
い
て
い
る
。

　
加
里
屋
の
兵
庫
県
職

員
、
木
村
聡
さ
ん（
６３
）が

今
年
育
て
た
巨
大
種
「
ア

ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
」
に
、
イ
ラ
ス
ト

が
得
意
の
従
姉
の
平
安
千

晶
さ
ん（
６０
）＝
尾
崎
＝
が

顔
と
ゴ
ー
ス
ト
を
ペ
イ
ン

ト
。
と
ん
が
り
帽
子
を
か

ぶ
せ
た
。

　
親
類
が
所
有
す
る
休
耕

地
に
雑
草
を
生
や
さ
な
い

よ
う
に
し
よ
う
と
、
農
業

経
験
の
な
か
っ
た
木
村
さ

ん
が
苗
を
植
え
た
こ
と
が

始
ま
り
。
カ
ボ
チ
ャ
の
大

き
さ
を
競
う
「
日
本
一
ど

で
カ
ボ
チ
ャ
大
会
」
で
入

賞
経
験
が
あ
る
知
人
の
本

田
三
郎
さ
ん（
７８
）＝
佐
用

町
＝
か
ら
も
ら
っ
た
種
を

シ
ャ
ー
レ
で
発
芽
さ
せ
、

５
月
に
植
え
付
け
た
。
畑

の
そ
ば
に
住
む
父
・
俊
夫

さ
ん（
８９
）に
も
協
力
し
て

も
ら
っ
て
水
や
り
な
ど
の

世
話
を
続
け
る
と
、
ど
ん

ど
ん
大
き
く
な
っ
た
。

　
胴
囲
は
２
５
３
㌢
あ

り
、
指
定
重
量
は
約
２
０

０
㌔
。
近
所
の
子
ど
も
た

ち
は
「
大
き
く
て
び
っ
く

り
」
と
目
を
丸
く
し
、
木

村
さ
ん
は
「
１０
月
い
っ
ぱ

い
は
飾
っ
て
お
く
の
で
、

写
真
を
撮
る
な
ど
楽
し
ん

で
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し

て
い
る
。（
写
真
は
指
定

重
量
約
２
０
０
㌔
の
巨
大

カ
ボ
チ
ャ
を
装
飾
し
た
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
の
オ
ブ
ジ
ェ
）

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　 　 　

【
子
ど
も
の
近
視
】

　
子
ど
も
の
視
力
の
調
査

が
開
始
さ
れ
た
昭
５４
年
以

降
、
裸
眼
視
力
が
１
・
０

未
満
の
子
ど
も
は
一
貫
し

て
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

視
力
０
・
３
未
満
の
子
ど

も
も
、
こ
の
３０
年
間
で
約

３
倍
に
増
え
ま
し
た
。
子

ど
も
の
視
力
低
下
の
原
因

と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な

ど
の
画
面
を
目
に
近
い
距

離
で
見
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
や
、
近
視
の
予
防
に

有
効
と
さ
れ
る
外
遊
び
な

ど
の
屋
外
活
動
の
時
間
が

減
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
近
視
は
、
大

人
に
な
っ
て
か
ら
目
の
病

気
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク

を
高
め
る
の
で
、
注
意
が

必
要
で
す
。
子
ど
も
で

は
、
成
長
に
伴
っ
て
眼
軸

（
眼
の
奥
行
）
が
伸
び
て

い
き
ま
す
が
、
近
く
を
見

続
け
る
こ
と
が
多
い
と
、

ピ
ン
ト
を
合
わ
そ
う
と
し

て
さ
ら
に
眼
軸
が
伸
び
ま

す
。
一
度
伸
び
た
眼
軸
は

元
に
戻
ら
ず
、
強
度
の
近

視
に
至
れ
ば
、
伸
び
た
眼

軸
に
強
い
負
荷
が
か
か

り
、
中
年
期
以
降
、
網
膜

剥
離
や
緑
内
障
、
黄
斑
変

性
と
い
っ
た
眼
の
病
気
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
の
で

す
。

　
１０
歳
く
ら
い
ま
で
は
眼

軸
の
変
化
が
著
し
い
た

め
、
成
長
期
に
眼
軸
が
伸

び
す
ぎ
な
い
よ
う
に
予
防

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
子
ど
も
が
「
目
が
疲
れ

る
」「
目
が
乾
き
や
す

い
」「
遠
く
を
見
る
と
ぼ

や
け
て
見
え
に
く
く
な
っ

て
き
た
」
な
ど
の
症
状
を

訴
え
た
り
、
本
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
等
を
見
る
と
き
目
を

近
づ
け
る
、
と
い
っ
た
行

動
が
見
ら
れ
た
り
す
る
と

き
は
、
近
視
の
サ
イ
ン
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
近
く
を

見
続
け
て
い
な
い
か
注
意

す
る
と
と
も
に
、
早
め
に

医
療
機
関
で
相
談
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
文
部
科
学
省
は
、
子
ど

も
や
保
護
者
に
「
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
使
う
と
き
の
５
つ

の
約
束
」
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
①
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
う
と
き
は
姿
勢
よ
く

（
視
線
と
画
面
を
垂
直
に

し
、
３０
㌢
以
上
離
し
て
、

背
筋
を
伸
ば
し
た
正
し
い

姿
勢
で
画
面
を
見
る
）
②

３０
分
に
１
回
は
タ
ブ
レ
ッ

ト
か
ら
目
を
離
す
（
遠
く

を
２０
秒
ほ
ど
見
て
目
を
休

め
る
）
③
寝
る
前
に
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
は
使
わ
な
い
④

自
分
の
目
を
大
切
に
す
る

（
目
が
乾
か
な
い
よ
う
に

ま
ば
た
き
を
す
る
な
ど
）

⑤
ル
ー
ル
を
守
っ
て
使

う
、
で
す
。

　
大
切
な
目
を
守
る
た
め

に
、
大
人
も
子
ど
も
も

「
５
つ
の
約
束
」
を
守
り

た
い
で
す
ね
。（
宮
脇
智

子
・
看
護
学
部
講
師
）
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ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

す
。
ラ
ン
チ
11
時
～
14

時
、
デ
ィ
ナ
ー
17
時
～
21

時
30
分
。
不
定
休
。「
焼

肉
ゼ
ニ
ー
バ
」
中
広
２
６

２
の
５
☎
５５
・
９
９
０
７

　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
と
れ
た
て
新

米
好
評
販
売
中
。
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
キ

ヌ
ヒ
カ
リ
、
に
こ
ま
る
。

大
変
人
気
で
す
○
た
ま
ね

ぎ
苗
入
荷
し
ま
し
た
。
極

早
生
、
早
生
、
中
生
、
赤

玉
ね
ぎ
等
各
種
○
春
ま
で

長
～
く
楽
し
め
る
丈
夫
な

パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
が
出

揃
い
ま
し
た
。
植
替
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
ね
○
そ
の

他
シ
ー
ズ
ン
入
替
花
苗
大

特
価
コ
ー
ナ
ー
あ
り
。
寄

植
の
植
替
も
承
っ
て
お
り

ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い

ね
。
入
荷
情
報
は
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
、
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
を
見
て
ね
。「
㈲
米

口
グ
リ
ー
ン
ナ
ー
セ
リ

ー
」
木
津
☎
4６
・
８
０
０

１
（
10
時
～
1６
時
4５
分
）

　

▼
初
め
て
の
方
も
丁
寧

に
教
え
、
働
き
や
す
い
職

場
で
す
＝
カ
キ
む
き
・
箱

詰
め
・
カ
ラ
清
掃
。
時
給

１
０
１
０
円
～
。
８
時
～

1６
時
の
間
で
応
相
談
。
見

習
い
期
間
・
昇
給
あ
り
。

交
通
費
あ
り
。「
㈲
光
栄

水
産
」
坂
越
☎
4８
・
１
２

２
４
、
☎
０
９
０
・
８
８

８
２
・
０
７
２
６

　

▼
カ
キ
の
新
規
ス
タ
ッ

フ
募
集
＝
身
む
き
作
業

他
。初
め
て
で
も
大
丈
夫
。

時
給
１
０
１
０
円
～
昇
給

・
交
通
費
あ
り
。火
・
土
曜

休
み
。時
間
８
時
～
1６
時

相
談
可
○
シ
ニ
ア
、学
生
、

経
験
者
歓
迎
。「
小
林
水

産
」坂
越
☎
０
８
０
・
８
５

１
８
・
９
４
４
５

　

▼
赤
穂
温
泉
「
絶
景
露

天
風
呂
の
宿　
銀
波
荘
」

＝
①
風
呂
清
掃
９
～
12
時

②
部
屋
清
掃
９
時
半
～
14

時
半
③
調
理
補
助
７
～
11

時
、
1５
～
17
時
④
洗
濯
14

～
1９
時
⑤
洗
い
場
９
～
12

時
、13
～
1６
時
、1９
～
23

時
。時
給
は
①
②
③
１
０

５
０
円
～
（
試
用
期
間
中

１
０
１
０
円
）
④
⑤
１
０

１
０
円
～
。交
通
費
支
給

あ
り
。
御
崎
☎
4５
・
３
３

５
５

　

▼
急
募
。
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
＝
午
前
６
時
半
～

午
後
７
時
の
間
で
５
～
８

時
間
働
け
る
方
。
経
験
者

歓
迎
。社
員
登
用
あ
り
。仕

事
の
内
容
は
店
頭
に
て
給

油
、
ロ
ー
リ
ー
に
て
配
送

で
す
。
時
給
１
０
０
１
円

～
。「
㈲
小
林
石
油
」新
田

七
軒
家
☎
42
・
０
３
２
１

　

▼
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
作

業
員
＝
正
社
員
月
給
27
万

円
～
＋
残
業
手
当
。土
日

祝
休
み
。西
浜
北
町
の
工

場
内
勤
務
で
８
時
～
1９
時

の
間
で
実
働
８
時
間
の
シ

フ
ト
制（
日
勤
の
み
）。残

業
少
な
目
。フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
で
雑
貨
品
の
入
出
荷

作
業
。リ
ー
チ
・
カ
ウ
ン
タ

ー
両
方
可
。フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
免
許
と
経
験
要
。「
四

国
合
同
通
運
㈱
」☎
０
９

０
・
１
５
７
０
・
１
７
４
６

（
井
内
）

　

▼
「
赤
穂
国
際
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
」
＝
①
清
掃

部
門
1
名
／
時
給
１
０
０

１
円
（
社
会
保
険
付
パ
ー

ト
、
４
週
７
休
制
）。
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
全
般
清
掃

他
。
９
～
17
時
半
の
間

（
７
時
間
半
）
②
レ
ス
ト

ラ
ン
・
ホ
ー
ル
２
名
／
時

給
１
０
０
１
円
（
週
３
日

程
度
）。
10
～
1５
時
の
間

③
フ
ロ
ン
ト
１
名
／
時
給

１
０
５
０
円
～
（
社
会
保

険
付
パ
ー
ト
７
時
間
半
ま

た
は
ア
ル
バ
イ
ト
７
時
間

程
度
、
週
３
日
）。
シ
フ

ト
制
。
６
時
半
～
17
時
半

の
間
。
①
②
③
い
ず
れ
も

土
日
祝
勤
務
可
能
な
方
◎

福
利
厚
生
／
当
ク
ラ
ブ
及

び
近
隣
グ
ル
ー
プ
コ
ー
ス

を
従
業
員
価
格
に
て
プ
レ

ー
可
。
西
有
年
☎
4９
・
３

１
６
０
（
岡
本
・
尼
子
）

　

▼
「
前
田
石
油
㈱
」
＝

①
セ
ル
フ
赤
穂
西
Ｓ
Ｓ 

監
視
員
ス
タ
ッ
フ
／
年
齢

・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

６
時
半
～
21
時
半
の
間
で

7
時
間
半
の
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
勤
務
。
危
険
物
乙
４

免
許
必
須
。
時
給
１
０
０

２
円
～
②
本
社
配
送
タ
ン

ク
ロ
ー
リ
ー
運
転
手
／
７

～
17
時
の
間
で
８
時
間
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
。

危
険
物
乙
４
免
許
必
須
・

大
型
免
許
優
遇
。
給
与
23

万
円
～
（
年
齢
経
験
に
よ

り
昇
給
・
賞
与
あ
り
）。

中
広
１
７
９
の
６
☎
43
・

２
６
８
８

　

▼
脳
が
ど
ん
ど
ん
若
返

る
！　
そ
ろ
ば
ん
式
脳
ト

レ
＝
脳
の
活
性
化
・
老
化

予
防
に
効
果
絶
大
の
大
人

向
け
そ
ろ
ば
ん
式
脳
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
で
す
。
参
加
し

て
い
る
方
た
ち
と
楽
し
く

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
ま
す
。

無
料
体
験
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
毎
週
金
曜
日
14
時
～

1５
時
。「
そ
ろ
ば
ん
ス
ク

ー
ル
結
」
さ
つ
き
町
11
の

11
☎
０
８
０
・
５
６
３
４

・
６
９
９
４

　

▼
起
立
性
調
節
障
害

「
そ
よ
風
ひ
ろ
ば
」
＝
第

６
回
は
寝
な
が
ら
で
き
る

ゆ
る
～
い
体
操
。
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
ま
せ
ん
か
。
対
話
会
は

体
操
の
後
に
行
い
ま
す
。

参
加
無
料
。
10
月
2９
日

（
日
）、
塩
屋
公
民
館
和
室

で
13
時
～
1５
時
。
赤
穂
市

教
育
委
員
会
後
援
。
☎
０

９
０
・
３
７
２
４
・
１
８

２
９
（
あ
い
ざ
わ
貴
代
）

　

▼
行
方
不
明
の
犬
見
つ

か
り
ま
し
た
＝
今
月
1５
日

夜
に
加
里
屋
で
捜
し
て
い

た
白
い
ト
イ
プ
ー
ド
ル
は

無
事
見
つ
か
り
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々

に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

☎
42
・
５
１
８
７（
美
鶴
）

　

▼「
友
愛
供
養
」ペ
ッ
ト

供
養
＝
大
切
な
小
さ
な
家

族
の
為
に
ご
供
養
致
し
ま

す
。「
花
岳
寺
」☎
42
・
２
０

６
８ 

〈
Ｈ
Ｐ
〉 https:

//kagakuji.jp

　

▼
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ　
Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｓ
＝
素
敵
な
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
と
音
楽
ラ
イ
ブ
、美

味
し
い
グ
ル
メ
の
コ
ラ
ボ

イ
ベ
ン
ト
。
10
月
2８
日

（
土
）・
2９
日（
日
）、赤
穂

海
浜
公
園（
赤
穂
広
場
）で

11
時
～
1６
時
半
。雨
天
中

止
。☎
０
５
０
・
１
８
０
８

・
６
６
０
８

　

▼
千
種
川
中
流
ビ
オ
ト

ー
プ
体
験
＝
10
月
2８
日

（
土
）、上
郡
町
大
枝
新
田

（
新
田
橋
左
岸
下
流
）で
９

時
半
～
12
時
半
。雨
天
・
荒

天
中
止
。生
き
物
採
集
、モ

ク
ズ
ガ
ニ
漁
見
学
、千
種

川
汁
試
食
。要
事
前
申
し

込
み
で
参
加
費
５
０
０
円

（
高
校
生
以
下
１
０
０

円
）。「
千
種
川
圏
域
清
流

づ
く
り
委
員
会
」☎
０
９

０
・
３
６
５
７
・
４
９
０
７

（
横
山
、シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ

ー
ジ
可
）

　

▼
民
謡
と
民
俗
の
祭
典

＝
10
月
2９
日（
日
）、
赤
穂

化
成
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

で
13
時
開
演
。
赤
穂
塩
華

会
、
赤
穂
濱
鋤
き
唄
保
存

会
、
尾
崎
塩
濱
音
頭
保
存

会
、
尾
崎
小
学
校
コ
ー
ラ

ス
部
な
ど
が
出
演
。
入
場

無
料
。
☎
42
・
５
７
８
６

（
萬
代
総
合
事
務
所
）

　

▽
22
日
＝
松
本
ク
リ
ニ

ッ
ク（
中
広
１
０
５
７
）☎

42
・
０
０
３
６

　

1９
歳
以
下
世
代
が
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
日
本
一
を
競
う

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
第
2６
回

全
国
ヤ
ン
グ
ク
ラ
ブ
優
勝

大
会
（
９
月
30
日
・
10
月

１
日
、
大
阪
府
立
門
真
Ｓ

Ｃ
）
の
Ｕ
14
女
子
の
部

で
、
た
つ
の
市
新
宮
町
を

拠
点
に
活
動
す
る
若
鮎
ク

ラ
ブ
が
準
優
勝
。
赤
穂
市

内
４
選
手
も
躍
動
し
た
。

　

３
年
生
の
宮
地
怜れ

奈な

さ

ん（
1５
）＝
城
西
町
、
赤
穂

中
＝
と
米
田
胡こ

こ々

葉は

さ
ん

（
1５
）＝
中
広
、
赤
穂
中
＝

は
チ
ー
ム
の
主
力
と
し
て

全
試
合
ス
タ
メ
ン
出
場
。

宮
地
さ
ん
は
コ
ー
ス
を
狙

っ
た
ア
タ
ッ
ク
で
得
点
を

重
ね
、
チ
ー
ム
最
長
身
の

米
田
さ
ん
は
相
手
エ
ー
ス

を
ブ
ロ
ッ
ク
で
止
め
た
。

２
年
生
の
安
達
萌め

生い

さ
ん

（
14
）＝
尾
崎
、
赤
穂
東
中

＝
と
苔
縄
幸さ

い

伽か

さ
ん（
14
）

＝
南
野
中
、
赤
穂
中
＝
も

交
代
出
場
し
、
サ
ー
ブ
や

ス
パ
イ
ク
で
頑
張
っ
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
２
試
合
は

い
ず
れ
も
ス
ト
レ
ー
ト
勝

ち
で
突
破
。
準
々
決
勝
で

前
回
大
会
の
準
優
勝
チ
ー

ム
を
フ
ル
セ
ッ
ト
の
末
に

撃
破
す
る
な
ど
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
も
勝
ち
進
ん
だ
。
決

勝
で
前
回
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

の
シ
ー
ガ
ル
ズ
ジ
ュ
ニ
ア

に
惜
し
く
も
敗
れ
た
が
、

守
備
か
ら
攻
撃
へ
つ
な
げ

る
粘
り
の
バ
レ
ー
で
健
闘
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▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
42
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
24
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
4５
・
０
７
３
３　

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
６５
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
42
・
３
２
４
２

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
３
９
３
９

　

▼
明
星
車
検
好
評
受
付

中
＝
代
車
、
見
積
も
り
無

料
。
軽
な
ら
３
万
９
６
８

０
円
か
ら
。
見
積
も
り
だ

け
で
も
お
気
軽
に
お
申
し

付
け
く
だ
さ
い
。
中
古
車

販
売
、
新
車
も
お
任
せ
く

だ
さ
い
。
Ｖ
Ｉ
Ｐ
会
員
も

大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン

最
安
、
オ
イ
ル
交
換
2
回

無
料
、
車
検
割
引
な
ど
特

典
い
っ
ぱ
い
で
年
会
費
１

５
０
０
円
。
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
「
㈱
明
星　

赤
穂

Ｓ
Ｓ
」
オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス

さ
ん
前
☎
4６
・
３
１
７
７

　

▼
古
物
高
価
買
取
＝
骨

董
品
、古
家
具
、古
道
具
、

お
も
ち
ゃ
、食
器
、贈
答

品
、終
活
、家
、倉
庫
の
片

付
け
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

見
積
も
り
無
料
。ご
み
で

捨
て
る
前
に
ご
一
報
く
だ

さ
い
。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」坂
越

☎
０
９
０
・
１
２
４
０
・
７

４
６
１

　

▼
「
く
ら
電
」
＝
電
気

関
係
の
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
住
宅
改
修
・
製
品
販

売
・
設
置
・
家
具
／
エ
ア
コ

ン
の
移
設
・
介
護
用
手
摺

・
樹
木
伐
採
等
、
日
常
の

お
困
り
事
が
あ
れ
ば
お
手

伝
い
致
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

尾
崎
☎
2５
・
1
３
８
１

　

▼「
硝
州
屋
大
西（
が
ら

す
や
お
お
に
し
）」＝
鏡
、

硝
子
、テ
ー
ブ
ル
ト
ッ
プ
、

サ
ッ
シ
、網
戸
の
新
設
や

修
理
の
事
な
ら
お
任
せ
。

無
料
見
積
も
り
致
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。三
樋
町
1８
の
４
☎

43
・
５
４
１
４

　

▼
大
特
価
！　
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
＝
10
月
21
・

22
・
23
日
の
3
日
間
は
オ

ー
プ
ン
記
念
と
し
て
全
品

半
額
。
黒
毛
和
牛
、
あ
か

牛
、
外
国
産
牛
な
ど
ご
用

意
し
て
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
2
Ｆ
リ
バ
ー
サ
イ

ド
テ
ラ
ス
Ｓ
Ｅ
Ｎ
の
割
引

券
も
配
布
予
定
で
す
の

で
、
是
非
ご
来
店
く
だ
さ

い
。
朝
10
時
～
夕
方
６
時

の
営
業
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
不
定
休
。「
精
肉
ゼ

ニ
ー
バ
」
中
広
２
６
２
の

５
☎
５５
・
９
９
０
６

　

▼
先
着
１
０
０
名
様
ラ

ン
チ
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

＝
10
月
24
日
～
2９
日
の
期

間
中
、
夜
は
全
品
半
額
。

宣
伝
広
告
の
意
味
も
込
め

て
、
日
替
り
定
食
無
料
キ

　 　

　 　

　 　

　 　

休
日
急
患
診
療
医

市
民
ガ
イ
ド

全
国
Ｙ
Ｃ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

Ｕ
１４
女
子
の
部
で
準
Ｖ

赤
穂
４
選
手
が
躍
動

関
福
大
Ｍ
Ｆ
奥
村
仁
さ
ん

初
の
Ｊ
１
入
団
内
定

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
へ

国
体
弓
道
少
年
女
子
遠
的

兵
庫
代
表
で
７
位
入
賞

赤
穂
高
３
年
・
今
井
彩
里
さ
ん

　

「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し

ま
国
体
」の
弓
道
競
技（
13

～
1６
日
、
出
水
市
）
に
赤

穂
高
校
３
年
の
今
井
彩あ

や

里り

さ
ん（
17
）＝
上
仮
屋
南
＝

が
兵
庫
県
代
表
で
出
場
。

３
人
制
の
団
体
戦
で
行
わ

れ
た
少
年
女
子
・
遠
的
競

技
で
７
位
入
賞
し
た
。

　

遠
的
は
６0
㍍
先
に
あ
る

直
径
１
㍍
の
的
を
狙
う
。

矢
が
当
た
っ
た
位
置
に
よ

り
10
点
か
ら
３
点
ま
で
の

得
点
が
与
え
ら
れ
、
中
心

に
近
い
ほ
ど
得
点
が
高

い
。

　

今
夏
の
県
総
体
を
制
し

て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場

し
た
名
門
・
甲
南
女
子
の

１
年
生
選
手
２
人
と
の
チ

ー
ム
で
大
会
に
参
加
し
た

今
井
さ
ん
は
メ
ン
バ
ー
３

人
の
中
で
最
後
に
弓
を
射

る
順
番
で
競
技
し
た
。
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
の

８
チ
ー
ム
を
決
め
る
予
選

　

関
西
福
祉
大
学
サ
ッ
カ

ー
部
の
Ｍ
Ｆ
奥
村
仁じ

ん

さ
ん

（
22
）＝
社
会
福
祉
学
部
４

年
＝
が
Ｊ
１
・
ア
ル
ビ
レ

ッ
ク
ス
新
潟
に
入
団
内

定
。
同
部
か
ら
の
Ｊ
リ
ー

ガ
ー
誕
生
は
２
人
目
で
、

Ｊ
１
チ
ー
ム
へ
の
入
団
は

創
部
以
来
初
め
て
。

　

奥
村
さ
ん
は
大
阪
府
高

槻
市
出
身
。
４
歳
か
ら
ボ

ー
ル
を
蹴
り
始
め
、
地
元

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
セ

レ
ッ
ソ
大
阪
の
ジ
ュ
ニ
ア

ユ
ー
ス
を
経
て
同
大
学
へ

入
学
し
た
。
一
瞬
で
相
手

を
抜
き
去
る
ド
リ
ブ
ル
や

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
ラ
イ
ン
の

裏
へ
飛
び
出
す
ス
ピ
ー
ド

を
武
器
に
チ
ー
ム
の
主
力

と
な
り
、
関
西
学
生
選
抜

に
も
選
出
さ
れ
た
。

　

来
年
２
月
１
日
に
正
式

契
約
を
結
び
、
チ
ー
ム
に

加
入
す
る
予
定
。
同
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
で
記
者
会
見

し
た
奥
村
さ
ん
は
「
幼
い

頃
か
ら
負
け
ず
嫌
い
。
プ

ロ
に
な
っ
て
も
勝
ち
に
こ

だ
わ
り
、
得
点
に
絡
む
プ

レ
ー
を
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
。
赤
穂
で
暮
ら
し

た
思
い
出
を
「
食
事
に
行

っ
た
お
好
み
焼
き
屋
さ
ん

で
サ
ー
ビ
ス
し
て
も
ら
え

た
り
、
赤
穂
の
人
は
み
ん

な
や
さ
し
か
っ
た
」
と
振

り
返
り
、「
元
気
良
く
、

み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
選
手

に
な
る
の
で
応
援
し
て
ほ

し
い
」
と
語
っ
た
。（
写

真
は
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
袖

を
通
し
、
ク
ラ
ブ
マ
ス
コ

ッ
ト
を
手
に
笑
顔
を
見
せ

る
奥
村
仁
さ
ん
）

だ
今
井
さ
ん
。「
全
国
の

舞
台
で
自
分
の
一
番
い
い

当
た
り
を
出
せ
た
の
で
、

す
ご
く
満
足
」
と
充
実
感

を
口
に
し
た
。（
写
真
は

で
は
、
８
射
５
中
で
チ
ー

ム
最
高
の
33
点
を
獲
得
。

５
点
以
下
だ
と
予
選
敗
退

と
な
っ
た
最
終
８
射
目
で

７
点
を
的
中
さ
せ
、
８
位

通
過
を
確
定
さ
せ
た
。

　

兵
庫
は
優
勝
し
た
地
元

・
鹿
児
島
に
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
１
回
戦
で
６7
―
7９

で
敗
れ
た
が
、
そ
の
対
戦

で
も
今
井
さ
ん
は
10
点
２

本
を
含
む
４
射
皆
中
と
大

当
た
り
。
地
元
チ
ー
ム
へ

の
大
声
援
が
こ
だ
ま
す
る

中
、「
自
分
へ
の
応
援
だ
と

思
っ
て
、逆
に
楽
し
め
た
」

と
堂
々
と
渡
り
合
っ
た
。

　

「
強
い
相
手
に
自
分
が

ど
こ
ま
で
通
用
す
る
か
」

を
テ
ー
マ
に
大
会
に
臨
ん

千
日
登
山
表
彰

　

▽
５
０
０
０
日
登
山
達

成
者
＝
安
治
信
子（
尾
崎
）

浜
田
律
子（
塩
屋
）▽
３
０

０
０
日
＝
越
智
通
彦
（
中

広
）
加
藤
文
昭
（
上
仮
屋

北
）
田
渕
幹
人（
塩
屋
）▽

２
０
０
０
日
＝
春
田
千
明

（
加
里
屋
）田
中
基
之
（
新

田
）
田
渕
豊
子（
鷏
和
）榊

武
庸（
上
仮
屋
南
）前
田
京

子（
若
草
町
）舩
田
千
津
子

（
農
神
町
）▽
１
０
０
０
日

＝
田
原
恭
子
（
加
里
屋
中

洲
）
金
地
久
代（
板
屋
町
）

舟
坂
正
三（
北
野
中
）山
下

恵
美
子（
塩
屋
）折
原
和
彦

（
上
仮
屋
北
）浦
上
藍
一
郎

（
塩
屋
）岩
佐
祐
子
（
惣
門

町
）
神
崎
文
男（
北
野
中
）

岩
崎
悦
子（
中
広
）上
荷
尚

紀（
加
里
屋
）山
崎
み
ど
り

（
加
里
屋
）▽
５
０
０
日
＝

岩
井
宏
子（
上
仮
屋
南
）茶

谷
素
弘（
さ
つ
き
町
）中
島

透（
北
野
中
）
森
田
沙
知

（
細
野
町
）永
石
浩
治
（
目

坂
）
坂
本
勝（
加
古
川
市
）

西
村
恵（
磯
浜
町
）平
井
里

子（
加
里
屋
）
小
西
和
枝

（
尾
崎
）池
上
早
苗（
塩
屋
）

金
川
千
紗（
中
広
）永
石
早

苗（
目
坂
）山
田
清
和
（
宮

前
町
）
溝
口
幸
代
（
正
保

橋
町
）
皆
坂
信
子
（
山
手

町
）
西
中
秀
子（
塩
屋
）

国
体
弓
道
の
少
年
女
子
遠

的
で
７
位
入
賞
し
た
今
井

彩
里
さ
ん
）

し
た
。

　

宮
地
さ
ん
は
「
準
優
勝

は
悔
し
い
け
れ
ど
、
自
分

た
ち
の
力
は
出
し
切
っ

た
。
来
年
は
日
本
一
を
達

成
し
て
ほ
し
い
」
と
後
輩

た
ち
に
エ
ー
ル
。
安
達
さ

ん
は
「
来
年
こ
そ
全
国
優

勝
」
と
バ
ト
ン
を
受
け
取

っ
た
。（
写
真
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
全
国
ヤ
ン
グ
ク

ラ
ブ
優
勝
大
会
Ｕ
１４
女
子

の
部
で
準
優
勝
し
た
若
鮎

ク
ラ
ブ
の
選
手
た
ち
）
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２
０
２
３
赤
穂
市
美
術

展
は
１９
日
開
幕
。
書
、
写

真
、
洋
画
な
ど
７
部
門
計

２
６
８
点
を
展
示
し
て
い

る
。
招
待
、
委
嘱
、
無
鑑

査
を
除
く
審
査
対
象
は
２

０
６
点
（
う
ち
市
外
１
０

１
点
）
の
応
募
が
あ
り
、

５５
点
が
入
賞
し
た
。

　
会
期
は
１０
月
２２
日（
日
）

ま
で
。
中
広
の
赤
穂
市
文

化
会
館
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
（
写
真
は
赤
穂
市
民
会

館
、
招
待
・
委
嘱
・
無
鑑

査
作
品
は
市
立
図
書
館
）

で
午
前
１０
時
～
午
後
５
時

（
最
終
日
は
４
時
ま
で
）

展
示
し
て
い
る
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
。
敬
称
略
。
住
所
表
記

が
な
い
場
合
は
赤
穂
市
。

　
〔
日
本
画
〕
審
査
員
・

池
内
璋
美
▽
市
長
賞
＝
丸

田
佳
世
子
（
た
つ
の
市
）

▽
議
長
賞
＝
石
原
和
代

（
太
子
町
）
▽
神
戸
新
聞

社
賞
＝
城
谷
允
子
（
和
気

町
）
▽
赤
穂
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
賞
＝
矢
野
圭
吾

　
〔
洋
画
〕
審
査
員
・
井

上
仁
▽
市
長
賞
＝
大
頭
香

代
子
▽
議
長
賞
＝
橘
誠
一

▽
教
育
委
員
会
賞
＝
小
倉

香
代
子
（
た
つ
の
市
）
▽

文
化
協
会
賞
＝
西
脇
邦
夫

（
た
つ
の
市
）
▽
神
戸
新

聞
社
賞
＝
伊
藤
朋
音
（
備

前
市
）
▽
赤
穂
商
工
会
議

所
賞
＝
政
家
一
穂
▽
赤
穂

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞
＝

森
田
富
士
子
（
神
戸
市
）

▽
奨
励
賞
＝
岩
佐
蓮
▽
新

人
賞
＝
籠
正
勝

　
〔
書
・
漢
字
〕
審
査
員

・
福
田
浪
舟
▽
市
長
賞
＝

古
川
澪
▽
議
長
賞
＝
神
園

佐
奈
美
▽
教
育
委
員
会
賞

＝
有
年
美
怜
▽
文
化
協
会

賞
＝
枝
村
奈
美
（
相
生

市
）
▽
神
戸
新
聞
社
賞
＝

下
田
真
知
子
（
姫
路
市
）

▽
赤
穂
商
工
会
議
所
賞
＝

井
出
乃
愛
▽
赤
穂
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
賞
＝
山
本
亜

希
子
▽
赤
穂
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
賞
＝
谷
口
多
紀
子

▽
奨
励
賞
＝
吉
松
智
樹
▽

新
人
賞
＝
石
原
陸
翔

　
〔
書
・
か
な
〕
審
査
員

・
立
山
艸
雪
▽
市
長
賞
＝

八
木
留
里
子
▽
議
長
賞
＝

松
尾
恵
子
（
上
郡
町
）
▽

教
育
委
員
会
賞
＝
関
涼
風

▽
文
化
協
会
賞
＝
黒
田
竣

介
▽
神
戸
新
聞
社
賞
＝
梶

本
ひ
と
み
▽
赤
穂
商
工
会

議
所
賞
＝
藤
本
み
ず
ほ
▽

赤
穂
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

賞
＝
鹿
島
水
江

　
〔
書
・
篆
刻
〕
審
査
員

・
古
溝
幽
畦
▽
市
長
賞
＝

藤
田
万
里
子
（
神
戸
市
）

▽
議
長
賞
＝
青
木
一
子

（
姫
路
市
）
▽
教
育
委
員

会
賞
＝
枝
村
奈
美
（
相
生

市
）
▽
文
化
協
会
賞
＝
川

野
由
美
子
（
加
古
川
市
）

▽
神
戸
新
聞
社
賞
＝
引
本

知
津
子
▽
赤
穂
商
工
会
議

所
賞
＝
宮
本
由
美
子
▽
奨

励
賞
＝
若
山
美
紀
（
姫
路

市
）
▽
新
人
賞
＝
北
福
咲

弥
（
神
戸
市
）

　
〔
写
真
〕
審
査
員
・
山

岡
成
男
▽
市
長
賞
＝
片
井

月
世
（
備
前
市
）
▽
議
長

賞
＝
永
橋
隆
（
相
生
市
）

▽
教
育
委
員
会
賞
＝
甲
斐

喜
久
子
▽
文
化
協
会
賞
＝

高
田
恭
子
（
稲
美
町
）
▽

神
戸
新
聞
社
賞
＝
安
東
肇

（
備
前
市
）
▽
赤
穂
商
工

会
議
所
賞
＝
中
島
義
治

（
和
気
町
）
▽
赤
穂
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞
＝
野
勢

数
馬
▽
赤
穂
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
賞
＝
長
江
明
廣

（
和
気
町
）
▽
奨
励
賞
＝

原
啓
治
、
藤
田
昭
人
、
杉

本
良
子
▽
新
人
賞
＝
宍
戸

清　
〔
彫
塑
工
芸
〕
審
査
員

・
山
本
喜
容
子
▽
市
長
賞

＝
木
村
潤
子
（
備
前
市
）

▽
文
化
協
会
賞
＝
荻
野
か

お
る
（
西
脇
市
）
▽
神
戸

新
聞
社
賞
＝
田
中
嘉
則
▽

赤
穂
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

賞
＝
岩
佐
蓮
▽
新
人
賞
＝

大
宮
愛
実
（
高
梁
市
）
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『
ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｙ
』　
　
　
　
　
　
　

丸
田 

佳
世
子
（
た
つ
の
市
）

　

『
自
然
美
景
』　
　
　
　
　

 

大
頭 

香
代
子
（
赤
穂
市
）

《日本画の部＝市長賞》 《洋画の部＝市長賞》《書・漢字の部
　　　　＝市長賞》

　

『
習
隠
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
川　
　

澪
（
赤
穂
市
）

《書・篆刻の部＝市長賞》    

『
老
驥
伏
櫪
』　

  

藤
田 

万
里
子
（
神
戸
市
）

《写真の部＝市長賞》

【
評
】
字
と
紙
面
の
構
成
が
表
情
豊
か
に
感
じ
ら
れ
、
す
べ
て
の
面
で
纏
ま
り
も
高
く
評
価
し
ま
し
た
。

運
筆
の
流
れ
や
墨
の
深
み
が
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

【
評
】
章
法
、
刀
法
に
優
れ
、
細
部
に
わ
た
っ
て
の
処
理
も

緻
密
に
仕
上
げ
た
作
。
一
本
一
本
の
線
の
変
化
等
も
抜
群
で

あ
る
。

《書・かなの部＝市長賞》

『
十
言
句
』

　
　
　

 

青
木 

一
子
（
姫
路
市
）

《
書
・
篆
刻
の
部
＝
議
長
賞
》

 『紅葉見て』八木 留里子（赤穂市）

《彫塑工芸の部
　　　　　　＝市長賞》

《書・かなの部＝議長賞》 『あききぬと 他七首』   松尾 恵子（上郡町）

《写真の部＝議長賞》

『笑願来帰』
　 木村 潤子（備前市）

【評】しっかりとした姿で綺麗
な仏様です。細かい紋様が良く
描けて居ます。素敵な微笑みで
拝みたく成りますね。

【評】細部までよく描き込んだてらいのない作品です。オリジナル性
のある良い作品だと思います。今一層の活躍を期待します。

『ナマコ漁　織りなす色』
　 片井 月世（備前市）

【
評
】
作
者
の
モ
チ
ー
フ
に
対
す
る
愛
情
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
だ
少
し
荒
削
り
の
と
こ
ろ
が
見

ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
が
こ
の
絵
の
魅
力
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
岩
絵
具
の
性
質
を
理

解
し
、
技
術
的
な
こ
と
に
も
う
少
し
目
を
向
け
る
こ
と
で
も
っ
と
高
度
な
作
品
に
な
る
で
し
ょ
う
。

【評】本年度の市長賞は大字作品を選びました。線に切れ味があり、草仮名をう
まく使い、全体の格調を上げていて、市長賞にふさわしい作品です。

【評】仮名の細字作品であ
り、日頃の鍛錬のたまもの
であり、本来の仮名の魅力
が十分に表現できている作
品だと思った。今後もこの
調子で進んでもらいたい。

【評】超大印に挑戦し、布字
も基本に忠実である。全体の
仕上げにも手慣れ、熟練の為
せる技である。書き込みの文
字についても素晴らしい。

『苔清水』　　永橋　隆（相生市）

【評】雰囲気のある高原の森の靄が素晴らし
い中で緑の色彩が的確なカメラアイで技術の
高さを感じさせる作品です。

《洋画の部＝議長賞》
『パリの人々』
　　　　橘　誠一（赤穂市）

【
評
】
こ
の
作
者
は
相
当
ベ
テ
ラ
ン
で
よ
く
勉
強
さ

れ
て
き
た
方
だ
と
思
い
ま
す
。
作
者
が
描
き
た
い
も

の
が
良
く
感
じ
ら
れ
る
作
品
で
す
。
絵
を
描
く
こ
と

に
慣
れ
て
し
ま
わ
ず
に
い
つ
も
新
鮮
な
目
で
も
の
を

見
る
こ
と
で
新
し
い
発
見
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

《日本画の部＝議長賞》
『神宿る木』  石原 和代（太子町）

【評】絵づくりも色調もよく、伸びやかな空
間が感じられる楽しい幻想画です。独創性が
ありさわやかな空気感のある良い作品です。

【
評
】
夕
暮
れ
の
中
に
一
舟
の
漁
を
し
て

い
る
。
ラ
ン
プ
の
色
と
川
面
の
色
彩
の
バ

ラ
ン
ス
が
最
高
に
良
く
、
作
者
の
イ
メ
ー

ジ
通
り
に
完
成
さ
せ
た
秀
作
で
す
。

『
王
漁
洋
詩
』　
　
　
　

神
園
佐
奈
美
（
赤
穂
市
）

《
書
・
漢
字
の
部
＝
議
長
賞
》

【
評
】
錬
度
の
高
い
作
品
で
墨
量
多
く
深
見
あ
る
凛
と
し
た
自
信
あ

ふ
れ
る
作
で
し
た
。

２
０
２
３
赤
穂
市
美
術
展

７
部
門
に
力
作
揃
う

２２
日
ま
で
２
６
８
点
展
示
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文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
各

分
野
で
活
躍
、
功
績
の
あ

っ
た
個
人
、
団
体
を
表
彰

す
る
「
２
０
２
３
年
度
赤

穂
市
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ

賞
」
の
受
賞
者
が
発
表
さ

れ
、
３
団
体
３８
個
人
の
受

賞
が
決
ま
っ
た
。
表
彰
式

は
１１
月
３
日
、加
里
屋
中

洲
の
市
民
会
館
で
行
わ
れ

る
。
受
賞
者
は
次
の
み
な

さ
ん
。
※
印
は
功
績
時
の

所
属
、
学
年
。
敬
称
略
。

　
〔
文
化
賞
〕
▽
萬
代
新

一
郎
＝
日
本
民
謡
赤
穂
塩

華
会
の
会
主
や
赤
穂
濱
鋤

き
唄
保
存
会
の
会
長
を
務

め
た
ほ
か
、
赤
穂
市
文
化

協
会
長
・
副
会
長
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
市
内
の
文

化
芸
能
団
体
の
発
展
や
若

い
世
代
へ
の
伝
承
に
努
め

て
い
る
。

　
〔
ス
ポ
ー
ツ
賞
〕
▽
北

川
雄
一
朗
（
※
関
西
福
祉

大
２
年
）
＝
第
１４
回
全
日

本
パ
ラ
卓
球
選
手
権
大
会

・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
ク
ラ

ス
３
（
車
い
す
）
優
勝
▽

秋
山
克
己
＝
２
０
２
２
年

世
界
マ
ス
タ
ー
ズ
パ
ワ
ー

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
・

赤
穂
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

３
団
体
３８
個
人
を
表
彰

【第７回・観光地から過疎地まで、陰
ながら活躍する餌やりさん】

　私たちのＴＮＲや地域猫活動に協力して
くださる餌やりさんが増え、赤穂市内、観
光地から過疎地まで、協力的な餌やりさん
とのネットワークが徐々にひろがっていま
す。
　協力的な餌やりさんは、耳カットをして
いない猫（不妊去勢手術をしていない猫)が
縄張りに来ると、すぐに当会へ連絡をして
くれるので、その地域は野良猫の数が急増
することはありません。陰ながら、地域で

重要な役割を担ってくれています。
　そんな餌やりさんのお一人、Ａさん。はじめは、「近所に飼育崩壊と
噂のあるお家があり、そこからと思われる猫がやってくる」と、ご相談
をいただきました。Ａさんは忠実にその猫たちに餌をあげて慣らし、敷
地内に猫のトイレも設置して、餌と糞尿の管理をきっちりとした上で、
赤穂市の「飼い主のいない猫不妊去勢手術助成金」を使って、昨年３匹
の飼い主のいない猫のＴＮＲを実施しました。そして最近また新たに
「オスと思われるキジトラとハチワレが縄張りにやってくる」と連絡を
受けて出動。キジトラ君は無事に捕獲し地域猫になることができました
が、ハチワレ君は
姿をあらわさなく
なり捕獲できず
…。今後もＡさん
との連携は続きま
す。
　そしてもう一人
の餌やりＢさん。
Ｂさんは自分が餌
をあげている猫が子猫を産んでから、「子猫生まれてるよ。保護してく
れるんでしょ。だってボランティアでしょ」と言ってこられるような、
ＴＮＲにあまり理解のない餌やりさんでした。しかし２年近い年月の間
にＢさんは進化を遂げました。まず、新しい猫が餌場に来たら、早めに
私たちに連絡をしてくれるようになりました。捕獲器を使いこなし、自
分で捕獲できるようにもなりました。なんと最近では他の餌やりさんに
猫の不妊去勢手術を勧めてくれているようなのです。
　ＡさんＢさんに限らず、老若男女問わず、赤穂市ではＴＮ
Ｒや地域猫活動に協力的な頼もしい餌やりさんが増えていま
す。心強い限りです。

男
子
Ｍ
３
（
１
０
５
㌔

級
）
優
勝
▽
信
原
英
之
＝

世
界
ク
ラ
シ
ッ
ク
＆
エ
ク

イ
ッ
プ
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
選

手
権
大
会
・
男
子
Ｍ
４

（
７４
㌔
級
）
優
勝

　
〔
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
・

金
賞
〕
▽
松
平
倫
太
郎

（
御
崎
小
３
年
）
＝
第
６３

回
空
手
道
糸
東
会
全
国
選

手
権
大
会
・
小
学
３
年
男

子
組
手
２
位
▽
橋
本
和
歌

子
＝
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス

タ
ー
ズ
２
０
２
２
岩
手
大

会
空
手
道
競
技
・
５０
〜
５４

歳
組
手
３
位
▽
奥
村
仁

（
※
関
西
福
祉
大
学
３

年
）
＝
第
３７
回
デ
ン
ソ
ー

カ
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ッ

カ
ー
茨
城
大
会
（
関
西
選

抜
Ｆ
Ｗ
出
場
）
優
勝
▽
杉

本
蓮
（
※
関
西
福
祉
大
学

２
年
）
＝
第
３７
回
デ
ン
ソ

ー
カ
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ

ッ
カ
ー
茨
城
大
会
（
関
西

選
抜
Ｍ
Ｆ
出
場
）
優
勝

　
〔
文
化
振
興
者
賞
〕
▽

玉
水
久
男
（
写
真
）
▽
山

村
美
知
（
音
楽
）
▽
大
西

義
高
（
尺
八
）
▽
有
田
タ

エ
子
（
詩
吟
）
▽
木
谷
道

枝
（
絵
画
）

　
〔
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
・

銀
賞
〕
▽
関
西
福
祉
大
学

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
Ⅱ

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
▽
関

西
福
祉
大
学
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
リ
ー
ズ
Ⅲ
（
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
）
▽
赤
穂
マ
リ
ン
ズ

（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）
▽
竹

内
由
奈
（
赤
穂
中
３
年
、

柔
道
）
▽
藤
田
莉
沙
（
赤

穂
西
中
３
年
、
陸
上
）
▽

今
宮
結
菜
（
姫
路
東
高
２

年
、
陸
上
）
▽
西
角
悠

（
※
赤
穂
東
中
２
年
、
剣

道
）
▽
川
西
佑
磨
（
※
赤

穂
西
中
１
年
、
少
林
寺
拳

法
）
▽
札
場
菜
那
（
赤
穂

高
３
年
、
弓
道
）
▽
今
井

彩
里
（
赤
穂
高
３
年
、
弓

道
）
▽
三
村
天
翔
（
神
戸

龍
谷
高
３
年
、
空
手
道
）

▽
瀧
口
美
子
（
※
御
崎
小

３
年
、
空
手
道
）
▽
入
潮

都
麦
（
※
姫
路
南
高
２

年
、
空
手
道
）
▽
籔
下
夢

希
（
※
高
雄
小
４
年
、
空

手
道
）
▽
籔
下
大
夢
（
※

坂
越
中
１
年
、
空
手
道
）

▽
籔
下
夢
翔
（
※
坂
越
中

３
年
、
空
手
道
）
▽
三
村

真
央
（
※
坂
越
中
１
年
、

空
手
道
）
▽
佐
藤
琴
望

（
関
西
福
祉
大
１
年
、
陸

上
）
▽
奥
村
竜
二
（
関
西

福
祉
大
１
年
、
陸
上
）
▽

有
田
優
也
（
関
西
福
祉
大

４
年
、
陸
上
）
▽
住
吉
璃

音
（
関
西
福
祉
大
１
年
、

陸
上
）
▽
東
原
知
輝
（
関

西
福
祉
大
２
年
、
陸
上
）

▽
出
口
綾
乃
（
関
西
福
祉

大
２
年
、
陸
上
）
▽
鹿
野

日
陽
南
（
関
西
福
祉
大
３

年
、
陸
上
）
▽
上
田
大
翔

（
関
西
福
祉
大
１
年
、
陸

上
）
▽
前
田
朔
良
（
関
西

福
祉
大
１
年
、
陸
上
）
▽

末
藤
唯
人
（
※
関
西
福
祉

大
１
年
、
陸
上
）
▽
周
世

原
春
玖
（
岡
山
商
科
大
附

属
高
３
年
、
陸
上
）

追
突
事
故
で

２
人
重
軽
傷

　
１０
月
１４
日
午
前
１０
時
４５

分
ご
ろ
、
赤
穂
市
南
野
中

の
市
道
駅
北
さ
く
ら
通
り

で
、
信
号
の
な
い
交
差
点

で
停
車
し
て
い
た
軽
自
動

車
に
後
続
の
普
通
自
動
車

が
追
突
し
た
。

　
軽
自
動
車
の
後
部
座
席

に
乗
っ
て
い
た
同
市
大
津

の
８０
代
無
職
女
性
が
ろ
っ

骨
を
折
る
重
傷
、
運
転
し

て
い
た
同
市
板
屋
町
の
５０

代
会
社
員
男
性
が
首
に
軽

傷
。
普
通
自
動
車
を
運
転

し
て
い
た
同
市
磯
浜
町
の

４０
代
地
方
公
務
員
女
性
に

け
が
は
な
か
っ
た
。

　
赤
穂
署
に
よ
る
と
、
西

進
し
て
い
た
軽
自
動
車
が

道
路
を
横
断
し
よ
う
と
し

て
い
た
自
転
車
に
気
付
い

て
停
車
し
た
と
こ
ろ
に
、

後
ろ
を
走
っ
て
い
た
普
通

自
動
車
が
ぶ
つ
か
っ
た
と

い
う
。
地
方
公
務
員
女
性

は
「
前
の
車
が
止
ま
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
話

し
て
い
る
と
い
い
、
警
察

が
事
故
の
詳
し
い
状
況
を

調
べ
て
い
る
。

　
▼
…
庭
の
タ
ン
ポ
ポ
摘

み
取
っ
た
意
外
な「
犯
人
」

＝
松
原
町
の
ア
マ
チ
ュ
ア

写
真
家
、武
村
晴
人
さ
ん

（
７６
）は
昨
年
３
月
、開
花

の
様
子
を
カ
メ
ラ
で
連
続

撮
影
す
る
た
め
に
自
宅
庭

に
並
べ
て
い
た
タ
ン
ポ
ポ

の
鉢
植
え
５
〜
６
鉢
の

う
ち
、
１
鉢
だ
け
花
が
全

部
摘
み
取
ら
れ
て
い
る
の

に
気
付
い
た
。

　
せ
っ
か
く
の
タ
ン
ポ
ポ

を
一
体
誰
が
…
。
武
村
さ

ん
は
誰
の
仕
業
か
突
き
止

め
よ
う
と
、
鉢
か
ら
１０
㍍

ほ
ど
離
れ
た
場
所
に
カ
メ

ラ
を
セ
ッ
ト
。
カ
メ
ラ
の

前
に
大
き
な
黒
布
を
広
げ

て
向
こ
う
か
ら
は
見
え
な

い
よ
う
に
し
、「
犯
人
」

が
来
る
の
を
待
っ
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
現
れ
た

の
は
１
羽
の
ヒ
ヨ
ド
リ
。

く
ち
ば
し
で
上
手
に
タ
ン

ポ
ポ
の
茎
を
ち
ぎ
る
と
上

を
向
い
て
丸
呑
み
。
１０
個

ほ
ど
あ
っ
た
花
弁
を
２
〜

３
分
で
す
べ
て
平
ら
げ
て

し
ま
い
、
飛
び
去
っ
た
と

い
う
。

　
「
び
っ
く
り
し
な
が
ら

懸
命
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切

り
ま
し
た
」
と
武
村
さ

ん
。
撮
っ
た
写
真
の
１
枚

に
「
タ
ン
ポ
ポ
を
喰
う
」

の
題
名
を
付
け
て
「
第
４０

回
『
日
本
の
自
然
』
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
」
に
応
募
し

た
と
こ
ろ
、
応
募
総
数
１

万
５
４
４
３
点
の
中
か
ら

「
兵
庫
県
一
賞
」
に
選
ば

れ
、
今
月
１
日
の
朝
日
新

聞
紙
上
で
発
表
が
あ
っ

た
。

　
当
初
は
花
を
摘
み
取
ら

れ
て
腹
を
立
て
た
武
村
さ

ん
だ
っ
た
が
、「
生
ま
れ

て
初
め
て
見
る
光
景
を
撮

影
で
き
、
し
か
も
コ
ン
ク

ー
ル
で
入
賞
も
で
き
て
ラ

ッ
キ
ー
で
し
た
」
と
今
と

な
っ
て
は
ヒ
ヨ
ド
リ
に
感

謝
し
て
い
る
。（
写
真
は

ヒ
ヨ
ド
リ
が
花
を
食
べ
る

「
犯
行
」
現
場
を
撮
影
し

て
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し

た
武
村
晴
人
さ
ん
の
「
タ

ン
ポ
ポ
を
喰
う
」）

　
▼
…
歌
っ
て
踊
っ
て
ウ

キ
ウ
キ
＝
劇
団
四
季
の
元

団
員
や
元
オ
ペ
ラ
歌
手
が

講
師
の
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
や
っ
て
み
よ
う
！
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
体
験
」
が
加
里

屋
ま
ち
づ
く
り
会
館
で
あ

り
、
幼
稚
園
児
か
ら
大
人

ま
で
３５
人
が
参
加
。
ダ
ン

ス
と
歌
唱
の
楽
し
さ
を
体

感
し
た
。

　
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇

団
「
ア
ル
テ
ィ
ス
タ
」
が

演
じ
る
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
主
催
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
名
作

「
キ
ャ
ッ
ツ
」
の
楽
曲
を

題
材
に
、
市
内
で
子
ど
も

向
け
音
楽
教
室
を
開
く
元

オ
ペ
ラ
歌
手
の
伊
藤
真
美

さ
ん
が
発
声
を
レ
ッ
ス

ン
。
カ
ッ
サ
ン
ド
ラ
役
で

「
キ
ャ
ッ
ツ
」
に
出
演
経

験
の
あ
る
元
劇
団
四
季
ダ

ン
サ
ー
、
上
田
藍
さ
ん
が

振
り
付
け
を
指
導
し
た
。

　
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
で

参
加
者
ら
の
声
量
も
動
作

も
次
第
に
大
き
く
、
生
き

生
き
と
し
た
も
の
に
。
最

後
は
舞
台
さ
な
が
ら
に
全

絵
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル

あ
り
が
と
う

作
品
展
示
会

　
昨
年
度
の
第
２０
回
を
も

っ
て
終
了
し
た
「
あ
こ
う

絵
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
主
な
歴
代
入
賞
作
品
を

集
め
た
展
示
イ
ベ
ン
ト
が

１０
月
２８
日（
土
）・
２９
日

（
日
）、中
広
の
赤
穂
市
立

図
書
館
で
開
か
れ
る
。

　
小
学
生
以
下
を
対
象
に

手
作
り
の
絵
地
図
作
品
を

公
募
し
た
同
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
作
品
づ
く
り
を
通
し

て
わ
が
ま
ち
へ
の
愛
着
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
２
０

０
３
年
に
創
設
。
２０
年
連

続
で
実
施
さ
れ
、「
実
行

委
員
の
世
代
交
代
が
で
き

な
か
っ
た
」
と
し
て
昨
年

度
が
最
後
の
開
催
と
な
っ

た
。

　
展
示
イ
ベ
ン
ト
は
「
あ

こ
う
絵
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー

ル
２０
年
間
あ
り
が
と
う
作

品
展
示
会
」
と
題
し
、
２８

日
正
午
〜
午
後
５
時
、
２９

日
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

に
開
催
。
２０
年
間
の
応
募

総
数
１
３
２
７
点
の
中
か

ら
上
位
入
賞
作
品
約
４０
点

を
展
示
す
る
。
ま
た
、
２９

日
午
後
２
時
半
〜
４
時

（
予
定
）
に
は
赤
穂
化
成

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
１
階

展
示
室
に
過
去
の
応
募
者

や
審
査
委
員
、
実
行
委
員

ら
が
集
い
、
２０
年
間
の
活

動
を
振
り
返
る
「
あ
り
が

と
う
イ
ベ
ン
ト
」
を
開

く
。

　
展
示
イ
ベ
ン
ト
は
観
覧

自
由
。
あ
り
が
と
う
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
希
望
は
実

行
委
事
務
局
☎
０
８
０
・

３
１
３
８
・
６
６
９
８

（
江
端
さ
ん
）
ま
で
。

員
で
動
き
を
合
わ
せ
て
熱

唱
し
た
。

　
保
護
者
や
友
達
と
一
緒

に
播
磨
町
か
ら
参
加
し
た

小
学
２
年
の
岸
照て

ら
す珠
さ
ん

は
「
み
ん
な
で
大
き
な
声

で
歌
っ
た
の
は
久
し
ぶ
り

で
、
と
っ
て
も
楽
し
か
っ

た
」。
若
い
こ
ろ
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
俳
優
を
目
指
し
て

い
た
と
い
う
姫
路
市
の
尾

崎
二
郎
さ
ん（
７０
）は
「
体

が
つ
い
て
い
か
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
歌
っ
て
踊
っ

て
、
気
持
ち
が
ウ
キ
ウ
キ

し
ま
し
た
」
と
額
の
汗
が

光
っ
た
。（
写
真
は
歌
と
ダ

ン
ス
の
楽
し
さ
を
体
感
し

た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
体
験
イ

ベ
ン
ト
）

義
士
祭
奉
賛

学
童
書
道
展

１１
月
１７
日
に
作
品
受
付

　
義
士
や
地
元
に
ち
な
ん

だ
課
題
で
市
内
在
住
の
小

・
中
学
生
か
ら
作
品
を
募

集
す
る
第
５２
回
赤
穂
義
士

祭
奉
賛
学
童
書
道
展
（
赤

穂
民
報
社
な
ど
協
賛
）
の

募
集
要
項
が
こ
の
ほ
ど
発

表
さ
れ
た
。

　
小
学
生
は
半
紙
に
楷

書
、
中
学
生
は
画
仙
紙
半

切
４
分
の
１
に
楷
書
ま
た

は
行
書
。
出
品
料
は
１
点

３
０
０
円
。
優
秀
作
品
に

賞
状
、盾
、賞
品
を
贈
り
、

全
員
に
参
加
賞
あ
り
。
１１

月
１７
日（
金
）午
前
９
時
半

〜
１１
時
半
に
市
民
会
館
１

階
第
４
会
議
室
で
出
品
を

受
け
付
け
、
１２
月
１
日

（
金
）〜
３
日（
日
）、
中
広

の
赤
穂
市
立
図
書
館
で
展

示
す
る
。
詳
し
く
は
主
管

の
赤
穂
書
道
会
☎
４５
・
２

１
９
２
（
清
水
さ
ん
）。

課
題
は
次
の
と
お
り
。

　〔
小
学
生
〕▽
１
年
＝
ゆ

き
、
ふ
ゆ
▽
２
年
＝
な
か

ま
、
や
ぐ
ら
▽
３
年
＝
ち

く
さ
川
、
大
名
▽
４
年
＝

雪
の
あ
さ
、
し
お
作
り
▽

５
年
＝
信
念
、
武
道
▽
６

年
＝
辞
世
の
句
、
義
士
行

列〔
中
学
生
〕▽
１
年
＝
同

志
の
勇
気
、
自
然
と
歴
史

▽
２
年
＝
義
士
木
像
、
赤

穂
城
跡
▽
３
年
＝
元
禄
忠

臣
蔵
、
香
煙
花
岳
寺

高
校
生
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

廣
田
一
翔
君
が

奨
励
賞
を
受
賞

　
「
２１
世
紀
の
ま
つ
り
」

を
テ
ー
マ
に
作
品
を
募
集

し
た
第
２２
回
全
国
高
校
生

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
加
里
屋
の
廣
田
一
翔

君（
１８
）＝
姫
路
工
高
３
年

＝
の
「
義
士
祭
」
が
奨
励

賞
に
選
ば
れ
た
。

　
受
賞
作
は
、
赤
穂
の
地

名
に
ち
な
ん
で
赤
色
を
コ

ン
セ
プ
ト
カ
ラ
ー
と
し
、

討
ち
入
り
を
象
徴
す
る
陣

太
鼓
と
采
配
に
「
赤
穂
義

士
祭
」
と
書
か
れ
た
の
ぼ

り
を
デ
ザ
イ
ン
。「
地
元

の
祭
り
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」

と
題
材
を
選
び
、
四
つ
切

画
用
紙
に
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ

ー
で
描
い
た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
日
本

国
際
ポ
ス
タ
ー
美
術
館
の

主
催
で
２
０
０
２
年
か
ら

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
全

国
規
模
の
コ
ン
ク
ー
ル
。

今
回
は
５
４
１
点
の
応
募

が
あ
っ
た
。（
写
真
は
廣

田
一
翔
君
の
受
賞
作
）
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